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研究成果の概要： 

アフロ・アジア地域に関する多様な地域情報資源の共有化を目指して、情報学の概念や手法

を導入した地域情報学ともいうべき地域研究の新たな研究展開を図ることを目的に、1)分担者

所属組織間の連携による所蔵資料のデジタル化とデータベース化、2)地域および通地域的課題

の“実験例”をふまえた、資料のデジタル化とメタ情報の標準化、3)共有化プラットフォーム

のプロトタイプの構築、4)図書館連携による図書館情報資料の共有化に関する活動を実施した。 
 
交付額 

（金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 11,000,000 3,300,000 14,300,000 

2007 年度 13,700,000 4,110,000 17,810,000 

2008 年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

総計 31,700,000 9,510,000 41,210,000 

 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：地域情報資源、情報資源共有化、メタデータベース、相関地域研究、地域情報学 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 地域研究に関するさまざまな資料は、特定
の地域を対象とする研究者・研究機関により
個別に収集・蓄積されてきた。そのため、世
界の各地域に関する研究資源は、地域分断型
の縦割りコレクションが分散する状態にあ
る。本研究は、このような現状の打開策とし
て、地域研究に関連する情報資源を統合・共
有するシステムを開発しようとした。 
 また、地域研究に関する研究資源の形態は、
文字資料、画像、音声など多様なメディアか
らなっている。近年進展が著しい情報学分野
における手法を導入して、これら多様な資料
を統合的に検索できるシステム開発をめざ
そうとした。 

２．研究の目的 
 本研究では、アフロ・アジア地域に関する
多様な情報資源を統合・共有化するプラット
フォームを開発するとともに、地域情報学と
もいうべき、情報学の手法を導入した地域研
究における新たな研究分野の構築を目指す
ことを目的とした。そのために、1) 分担者所
属組織間の連携による所蔵資料のデジタル
化とデータベース化、2) 地域および通地域的
課題の“実験例”をふまえた、資料のデジタ
ル化とメタ情報の標準化、3) 共有化プラット
フォームのプロトタイプの構築、4) 図書館連
携による図書館情報資料の共有化、に関する
具体的課題を設定した。 
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３．研究の方法 
 研究目的に沿って、アジア、アフリカ地域
を対象に研究する地域研究者と、情報学、情
報システム学、図書館情報学を専門とする研
究者によって研究組織を形成した。また、多
様な地域研究関連資料の統合・共有化のため
には、研究組織以外の研究者の参画により組
織間協力の体制を整える必要があるため、ア
ーキビスト、図書館実務担当者に連携研究者
あるいは研究協力者として参加を要請した。 
 各研究分野における史資料の所在情報の
収集、地域研究情報資源に関するメタ情報の
標準化という基礎的な作業を共同で実施す
るために、主として研究会開催を通じて、知
識と情報の共有を図るとともに、共有化シス
テムのコンテンツとなる資料のデジタル化、
データベース化を推進することとした。 
また、多様な情報資源の共有化プラットフ

ォームとなるシステム開発のために、本研究
組織と人文学における情報学の導入を図っ
ている研究グループ（H-GIS 研究グループ）
との共同研究方式を採用し、研究会を開催す
るとともに、システム開発のために必要な経
費措置を行った。 

地域情報資源の共有化および地域情報学
の構築という本研究の目的自体が地域研究
における新たな試みであるので、その活動を
地域研究分野に紹介・還元するために、シン
ポジウムやワークショップを関連する研究
グループと共同開催するとともに、国内外の
学会等において積極的な発表を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 研究会の開催 

平成 18 年度には、各研究組織が所蔵する
地域研究情報資源の紹介、GIS を利用した研
究資源の統合化、研究資源のアーカイブ化に
関する階層的メタデータベース構築、内外の
図書館における図書資料の共有化に関する
活動等について計５回の研究会を開催した。 

平成 19 年度も、同様の内容の研究会を計
５回開催した。とくに前年度の成果を踏まえ
て、各分担者の所属機関が所蔵する資料のデ
ジタル化、データベース化に関する報告を共
有するとともに、H-GIS 研究グループと共同
で開発に着手した情報資源共有化システム
に関係する時空間統合ツールの知識共有に
努めた。 
 平成 20 年度には図書館情報の共有化に向
けた研究会を２回、情報資源共有化研究会を
４回開催し、システム開発の現状および成果
のとりまとめに向けた発表をおこなった。 
 
(2) 研究集会の開催 
 地域研究における地域情報学構築の意義
を広く普及させるために、研究組織として研
究集会を組織するとともに、既存の学会や研

究集会等で積極的に本研究の成果を公開す
ることとした。主な活動や報告内容は以下の
とおりである。 
①シンポジウム「地域研究と情報学：新たな
地平を拓く」（2007 年 2月 9-10 日、京都） 
地域情報学に関わる研究グループと日本

学術会議地域研究委員会地域情報学部会、地
域研究コンソーシアムの共催で開催された
もので、本研究組織から分担者が GIS や史料
データベース化、資源共有化システムに関す
る発表を行った。 
②PNC and ECAI 2007 Annual Conference and 
Joint Meeting（2007 年 10 月 18-20 日、
UC Berkley） 

 GIS を人文科学に応用する分野で世界的に
活動している研究者グループによる国際集
会で、本研究組織の分担者多数が地域情報学
に関する研究報告を行った。 
③PNC 2008 Annual Conference Joint Meeting 
with ECAI and JVGC（2008 年 8 月 4日～6
日、UC Berkley） 

 上記と同じ国際集会で、本研究組織の分担
者が地域情報学を主題とするパネルを組織
し、分担者多数がそれに関係する研究成果を
発表した。 
 
(3) 地域情報資源に関する調査 
①図書館情報共有化の先進事例の調査 
 平成 18 年度には、米国 OCLC、シカゴ大学
図書館、NARA、UC バークレー等を訪問して図
書館資料の情報資源共有化の先進事例を調
査した。この調査結果については、兎内他「地
域研究コンソーシアム情報資源共有化研究
会第 2回海外調査報告」『大学図書館研究』
80 巻（2007）として公刊された。 
②地域情報資源の収集 
海外に所蔵されている資料群の調査を目

的に、平成 18 年度には、国立ロシア極東歴
史文書館（ウラジオストック）の所蔵資料調
査を兎内が行った。 
③東南アジア逐次刊行物調査 
 図書情報共有化の研究グループによって、
国内および東南アジア諸国の図書館等に所
蔵される東南アジア研究関連逐次刊行物の
現地調査ならびにアンケート調査を実施し
た。研究分担者と東南アジア関係図書を収蔵
する国内の主要な研究機関（京大東南アジア
研、東外大 AA 研、アジア経済研究所、国会
図書館関西館等）の関係者が研究協力者とし
て実施したもので、2009 年 3 月にその成果が
『東南アジア研究逐次刊行物総合目録』とし
て刊行された。 
 
(4)研究資源のデジタル化とデータベース化 
 地域研究に関連する資料は多岐の形態に
わたる。資源共有化のためには、これら多様
なメディアの資料を統合的に検索するシス



 

 

テムの開発が必要となる。そのために、本研
究では、各分担者の所属組織が所蔵する多様
な形態の資料をデジタル化するとともに、そ
れらをデータベースとして公開する作業を
共同で行った。また、アーカイブ手法を導入
して、データベース化に必要なデジタル・イ
ンデクスの基盤構築などの関連する作業を
行った。本研究によってデジタル化、データ
ベース化された資料は以下のとおりである。 
① マレー・インドネシア語雑誌 
 東南アジアのマレー語雑誌は、発行地や発
行時期、使用文字の違いはあるものの相互に
参照される「公共の場」を形成してきた歴史
がある。本研究では、これらのうち、アラビ
ア文字で表記されたマレー語雑誌『カラム』
や『ワクトゥ』のデジタル化を行い、『カラ
ム』についてはデータベース化して公開した。 
② 英国議会資料図版（地図） 
 京都大学地域研が所蔵する英国議会資料
は大英帝国の版図における近代の形成を知
る貴重資料である。この資料のうち、1801 年
から 1831 年に至る資料中の地図（約 1900 件）
をデータベース化した。 
③ 『トルキスタン集成』書誌情報 

帝政ロシア期中央アジアに関する貴重な
資料集成『トルキスタン集成』（ウズベキス
タン共和国のナヴァーイー記念国立図書館
所蔵、約 600 巻＋4 種の索引から成る）につ
いて、京都大学地域研究統合情報センターが
所蔵するその CD 版複製（計 122 枚）を基に、
玉石混交ともいえる膨大なこのコレクショ
ンに所収される個々の資料について、キーワ
ード検索を可能にし、将来的には資料現物の
PC 上での閲覧をも視野に入れた DB 構築を試
みた。科学研究費補助金・基盤(C)「地域研
究資料としての『トルキスタン集成』に関す
る総合的書誌研究」（代表者：帯谷知可、平
成 17～19 年度）とも協力しつつ、既存の４
種の索引の書誌情報を１件ごとにばらして
得られた約 8,500 件を対象として、『トルキ
スタン集成』DB 暫定版を作成した。 
④ 『サラワク・ガゼット』のデジタル化 
 マレーシア、サラワク州の官報で、植民地
期から現代に至るまでの行政、地誌、社会、
文化に関する資料。現在、これら資料の古い
時代のものは劣化が進んでいるため、そのデ
ジタル化を行った。 
⑤ タミル映画のデータベース化 
 ヒンディ語に続き制作本数の多いタミル
語映画（1960 年代～90 年代）約 150 本のデ
ータベースを構築した。英語により、監督名、
俳優名、音楽ディレクター名などによる検索
機能と、各映画のストーリーの概略説明を加
えている。 
⑥ アフリカ地域地図のデジタル化 
 京都大学アフリカ研究資料センターが所
蔵するアフリカ地図をデジタル化し、データ

ベース化の準備を整えた。 
⑦ 在華外国人データベース 
 『戦前期中国在留日本人統計』は、当時の
日本領事館で集計された日本人および外国
人の統計で、戦前期における各国の対中国関
係を窺うことができる貴重な資料である。こ
れらの資料の完全なデジタル化と、そのデー
タベース化を行った。 
⑧ 近代露領極東地域の地図データベース 
近代の極東露領を中心に、歴史的地図をは

じめとする資料のデジタル化およびデータ
収集を行い、それを視覚的に組み合わせて公
開するシステムを開発した。具体的には、『マ
ルクス版世界地図帳』(ペテルブルク, 1905
年刊)、『アジア・ロシア』付録地図帳(ペテ
ルブルク, 1914 年刊)、国立ロシア極東歴史
文書館の所蔵資料情報、旧満州や日露戦争捕
虜収容所関係の絵葉書や写真である。 
 
(5) 共有化システムの開発 
① 研究資源共有化システムの開発 
 平成 18 年度の研究開始当初から、H-GIS 研
究グループとの共同により、HuTime、HuMap
の時間・空間統合システムを組み合わせた四
次元情報統合システムの開発を行ってきた。
本研究では、このシステムを応用して、本研
究でデータベース化が整った「英国議会資料
地図データベース」、「『カラム』雑誌記事デ
ータベース」、および「タミル映画データベ
ース」の３つをテストケースとしてこのシス
テムに搭載し、データベースの統合検索が可
能な情報資源共有化システムを開発し、試験
的に公開した。本システムは、「地域研究資
源共有化データベース（Resource Sharing 
Database for Area Studies）：試用版」とし
て、以下の URL で公開されている。
http://area.net.cias.kyoto-u.ac.jp/Glob
alFinder/cgi/Start.exe 
② GIS を利用した汎用的人口統計データベ
ースの開発 
歴史的事象の地域分析に GISを応用するた

めに、地図類をデータソースとするラスター
指向のアプローチと、統計類をそのデータソ
ースとするポリゴン指向のアプローチとを
同時に実現し、人口統計情報を共有化できる
ツールの開発を試みた。本研究でデジタル化
した戦前期日本の在外公館が実施した統計
データにもとづき、「戦前期中国における『外
国人』人口統計データベース‐戦前編‐」の
開発を進めるとともに、人口統計の汎用的な
ツールとして「人口統計データベース管理シ
ステム」を公開した。URL は以下のとおり。 
http://area.net.cias.kyoto-u.ac.jp/dash
board/ 
 
(6) 一般学術雑誌を通じた成果の公開 
 ３カ年にわたる本研究の成果の発信と、地



 

 

域情報学の概念や方法の普及を目指して、本
研究の分担者および研究協力者を主な執筆
者とする特集「地域情報学の創出」を学術誌
『アジア遊学』113 号（2008 年）で公表した。 
 特集記事は、石井米雄および本研究組織の
代表者（田中）・分担者（柴山・貴志）の４
名による「地域研究における情報学を考え
る」と題する座談会、総論「地域情報学の目
指すところ」（分担者柴山・原共同執筆）、第
１部「地域研究から情報学へのアプローチ」
および第２部「情報学から地域研究へのアプ
ローチ」（いずれも分担者・協力者が多数寄
稿）からなり、本研究の成果のみならず現在
の地域情報学の到達点を示す記事として広
く参照されている。 
 
５．主な発表論文等 
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